
 

『時  事  直  言』No.625  2011 年 1 月 7 日  
時事直言ホームページ： http:/ /chokugen.com  
時事直言 携帯サイト： http:/ /mobile.chokugen.com 
FAX： 03-3955-6466 

時事評論家 増田俊男

今年は新日本元年！ 

今受付中の「増田俊男の新年大講演」で、声を大にして力説したことがあります。それは、①アメ

リカの「仮需要の実需転換」であり、②同じくアメリカの「所得格差是正政策が起こしたバブルとバ

ブル崩壊のサイクル」についてです。 

 

また、③やがて日本は政府の政治・経済戦略がいかに欠如しようとも自然に浮上し世界の盟主に押

し上げられようとしている「兆し」についても述べました。 

 

アメリカは「オバマ・マジック」で見事に仮需要を実需に演出しました。 

その結果、今アメリカ経済は不況を脱却して本格的好況に向かおうとしています。 

 

労働組合をバックに大統領に当選したオバマ大統領はアメリカの富の 80％を所有する数パーセン

トの超富裕層ではなく、前ブッシュ政権によって一層拡大した低所得者層への所得と信用の拡大、富

の再配分を目指しました。 

医療保険改革（国民皆保険化）はその代表的政策です。差押え競売で家を失いかけている低所得者

のための予算を計上し金融機関に供給し救済を続けています。その結果、中古住宅価格が新築住宅価

格に接近してくるなど競売物件数が大幅に減少してきたことがわかります。消費が急増してきたこと

と、アメリカの住宅価格が底を打って上昇に転じてきたことは景気が完全に回復したことの証明です。 

 

④ヨーロッパ経済の後退について述べました。 

EU(ヨーロッパ・ユニオン)の通貨統合が財政問題の癌であるとし、ヨーロッパ経済活性化の道は

EU 憲法の規制緩和と通貨の自由化以外にないと述べました。 

2014 年を EU 諸国が再び財政危機に陥る年であると予測し、ちょうど頂点に達しているアメリカ

経済バブルが崩壊することについては特に詳しく述べました。 

 

日本経済が「他力本願」でいかに好況の波に乗るか是非私の生の声から知って欲しいと思います。 

経済だけではなく、今後アメリカを中心とした先進国と中国をはじめとする新興国との間の

Conflicts(利害対立)が世界政治を不安定化し、また混迷化して行く中で世界の平和を願う人々が天皇

の国日本に注目し始めます。 

世界中の人々に推されて日本が世界の盟主になる時はそう遠くないのです。 

本年を新日本元年として自信と責任を心に秘めて希望に満ちた人生を歩もうではありませんか。 
 
 

 

大好評配信中！増田俊男の「ここ一番！」 
「ここ一番！」はここ一番のタイミングにアドバイスをお送りする増田俊男のニュース・レター。「投資家の友」として
親しまれています。「危ないところを救ってくれてありがとう」、「儲かってます！」などなど好評です。読者の特権とし
てご質問に増田が即答します。お問合せは、㈱増田俊男事務所 TEL：03-3955-6686 まで 

増田俊男の「時事直言」ご協力金について！ 
現在お読みの「増田俊男の『時事直言』」の配信について全国の皆様より随時ご協力金（1 口￥3,000）とい
う形で受付いたしております。ご協力頂ける方はお手数ですが弊社までご連絡下さい。 
何卒、宜しくお願い致します。TEL：03-3955-6686 まで 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 
事前に株式会社増田俊男事務所（℡03-3955-6686）までお知らせ下さい。 


